
12 14月 日 時開演3 土
13時30分開場／16時30分終演予定
右京ふれあい文化会館 ホール
〒616 -8065　京都市右京区太秦安井西裏町 11 番地６

TE L :0 7 5 － 8 2 2 － 3 3 4 9

U R L ： h t t p s : / / w ww . k y o t o - o n g e i b u n . j p / u k y o /

令和４年（2022年） ©KADOKAWA1966

©KADOKAWA1966

チ ケ ッ ト の お 問 い 合 わ せ ・ お 買 い 求 め

入場料500円
（自由席）

10月1日（土）午前10時
発売開始

※新型コロナウイルス感染拡大防止対策につきましては、社会情勢等を考慮したうえで適切に対応してまいります。

右京ふれあい文化会館　 　　　 075-822-3349  　9時～ 17時 / 火曜日休館（休日の場合は翌平日）
京都コンサートホール　　　　  075-711-3231　10時～ 17時 / 第 1・第 3月曜日休館（休日の場合は翌平日）
ロームシアター京都　　　　　  075-746-3201    10 時～ 19時 / 年中無休（臨時休館日を除く）
オンラインチケット　　　　　  24 時間購入可　     ※要事前登録（無料） https://www.s2.e-get.jp/kyoto/pt/
※右京ふれあい文化会館では、直接ご来館いただいたうえでのお支払い、チケットの受取りになります。
※京都コンサートホール、ロームシアター京都でご予約の場合は、①それぞれのチケットカウンターでのお支払い、チケットの受取り、
　②セブンイレブンでのお支払い、チケットの受取り(手数料が必要)、③郵便局でのお振込み、チケットの郵送(郵送料等が必要)が可能です。

[主催] 京都市右京ふれあい文化会館(公益財団法人京都市音楽芸術文化振興財団)/京都市　[協力] NPO法人京都映画倶楽部

右京ふれあい文化会館ホームページ

「キャメラの大映・名匠列伝
　　 　宮川一夫と森田富士郎」

対　談第一部

上　映第二部

宮島正弘 井上理砂子
撮影監督 ジャーナリスト

大映1966年 4Kデジタルリマスター版

※当会館は発売日のみ午前10時からの販売です。
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右京ふれあい文化会館
京都市右京区太秦安井西裏町 11番地 6
TEL:075-822-3349

お問い合わせ

JR山陰本線嵯峨野線 「花園駅」下車 南へ徒歩約 5分

京都市営地下鉄東西線 「太秦天神川駅」下車 ①番出口から北へ徒歩約10分

市バス 27号系統・特27号系統「右京ふれあい文化会館前」下車
91号系統・93号系統「花園駅前」下車　
8号系統・特8号系統・75号系統・特93号系統「黒橋」下車

京福電鉄嵐山線 「嵐電天神川駅」下車 北へ徒歩約12分
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https://www.kyoto-ongeibun.jp/ukyo/

　1987年、同志社大学文学部卒。京都新聞社で報道局文化観光担当部長を経て論説委員。社説や１面コラム「凡語」を担当。長く映画記者として、
太秦の撮影現場やベルリンなど国内外の映画祭を取材、連載記事「シネマの扉を開けて」「京都シネマ・カンパニー」や映画評を執筆した。
　現在、龍谷大学や同志社女子大学でメディア・リテラシー、映像・映画文化論を教える。著書に「シネマの画帖　映画美術監督・西
岡善信の仕事と人々」（淡交社）、「銀幕の昭和 スタアの時代」（共著・清流出版）ほか。京都市出身。

■対談者プロフィール

　1965 年日本大学芸術学部映画学科卒業後、1966 年に大映株式会社京都撮影所技術撮影部入社、1971 年倒産。1973 年株式会社京都大映
撮影所設立と同時に入社、約 9 年間勤めて 1982 年に退職。以来、フリーの撮影監督として活動、1988 年映像京都株式会社設立に参画、そ
の後は多くの撮影に携わった。「影武者」（黒澤明監督）、「瀬戸内少年野球団」（篠田正浩監督）等では、宮川一夫撮影監督のチーフ助手、五社
英雄監督の「226」、「陽炎」等では、森田富士郎撮影監督のチーフを担当した。1997年に取締役に就任。
　大阪芸術大学映像学科客員教授、2015 年大阪芸術大学大学院を退任。2016 年から KADOKAWA ( 旧大映映画作品）の４K 修復監修にあ
たり30作品を今年5月までに監修した。主な作品「炎上」「おとうと」（市川崑監督）、「雨月物語」「山椒大夫」「近松物語」（溝口健二監督）、「浮草」（小
津安二郎監督）、「無法松の一生」（稲垣浩監督）「大魔神 3作品」等。現在は、監督協会理事、NPO法人京都映画俱楽部理事を務める。

宮 島 正 弘

　最近、往年のフィルム映画が“４Kデジタルリマスター版(表記としてほかに4K
修復版など)”としてリバイバル上映されています。この“４Kデジタルリマスター”
とは、経年劣化により変形したり、かすり傷やほこりなどが画面に映し出される
フィルム作品を４Ｋの高解像度で修復する作業のことです。手作業やデジタル技
術で傷みなどを修正し、また明るさや色合いなども調整することにより、画像や
音声が高品質でクリア―によみがえります。
　こうして経年劣化の避けがたい古い作品も修復により美しい画像と音声でいつ
までも楽しめるようになったのです。
　今回の「京都・太秦キネマのまち」では、４Ｋ修復された大映京都撮影所作品の
中から、東洋現像所(当会館の地にかつてあった。現IMAGICA Lab.)で現像され
た「大魔神怒る」をお楽しみいただきます。対談にご登場いただく宮島正弘氏は
プロフィールにもありますように多くの作品の４Ｋ修復監修にあたっておられ、
もちろんこの「大魔神怒る」もそのなかの一作品です。
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Masahiro Miyajima

井 上 理 砂 子 Risako Inoue
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